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高齢者の家族における介護の肯定的認識と生活の質（QOL），

生きがい感および介護継続意思との関連：続柄別の検討
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目的　「介護に関する肯定的認識」が，介護者の心身の生活の質（QOL）や生きがい感および介

護継続意思に与える影響を，続柄毎に検討することを目的とした。

方法　東京・神奈川・静岡・三重・沖縄の全21機関において訪問看護を利用している322人の高

齢者の家族介護者に質問紙調査を実施した。介護負担感が続柄により異なるという過去の報

告に鑑み，分析は続柄別に行った。分析にはQOL，生きがい感，介護継続意思を従属変数

に，属性および介護に関する肯定的認識・否定的認識を独立変数とした重回帰分析およびロ

ジスティック回帰分析を用いた。

結果　1)　身体的QOLに「肯定的認識」は関連しない。

　2)　心理的QOLと「肯定的認識」の関連は続柄により異なる。介護者が夫および息子の

場合は「肯定的認識」のみが，妻の場合は「肯定的認識」，「否定的認識」の両者が心理的

QOLに関連する。娘の場合は「否定的認識」のみが心理的QOLに関連する。嫁の場合は

どちらも心理的QOLに関連しない。

　3)　いずれの続柄でも生きがい感には「肯定的認識」が強く関連する。夫および息子では

「否定的認識」は生きがい感に関連しない。

　4)　介護継続意思には，夫および息子では「肯定的認識」，「否定的認識」の双方が関連す

るが，妻・嫁では「肯定的認識」のみが関連する。娘では「否定的認識」が介護継続意思に

関連する。しかし，続柄別の違いはわずかと思われる。

結論　介護者の心理的QOLや生きがい感を高める支援を考えるため，介護の継続を予測するた

めには，介護の肯定的認識を把握することが重要と考えられる。介護の肯定的認識の影響は

続柄別に異なるため，支援に際しては続柄別に検討を行うことが必要である。
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